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休耕乾田の雑草群落の遷移に関する生態的研究

笠 原 安 夫 ･藤 沢 浅 ･ 無 間 耕 作

我が国のせまい国土で多くの人Uを祁い得たのは,水田稲作がこの国の風土によく適応

し,古来稲作は一部では神聖視され,為政者 ･姓氏が,その栽軌 品範改良に忠を注いで

来た素!_言果である.水稲の定着は保水による土地エロ-ジョンが防がれ,水の巡ぷ遜分のた

め地))が長く保持された.また水田は各節-の土壌汚染の舵減にも役立つところがあった.

ところが,1970年以来,米が生産過剰にな一つたために,政府は転作や米を作らない休U匿

奨励金を支出したので,全回ではhRrF全面損の10%卦 の約30万haに:.酎 ~る困.JF山が′F
壊れた.米の休耕ということは,いわば ''ぜいたくななや･ち"である.従火の腿業持術は

イコール研摩技術という考え方であった代研技術者には,大きなとまどいJkすえたのも小二
崇であった.

この全国的に網羅された広大な休耕口は,紺■;Lm兜者にとってほ願ってもない一大実験

場の提供となった.そのためこの好顔をとらえて,各地において休桝EU雑草昭藩の.調L朴.捕
/行がなされている.それらによれ(,i,地W.的位虻や(仙 丹Zlu,湿[U,港水田にエー,てその

雑草群落机成稚頬や遊移の過和にはそれぞれ異なった梢故が明らかにされている.

打者たちは,次に述べる4課題のもとに凧JrLLlの雅附 け商について訓血を子了なっ/i.休
耕El闇巨草群落の植物社会学的研究のため全国を巡ったれ その調査において我が国の桝地

は鞠こ山間僻地の山奥や離島の端 々まで開rlJ･脚畑されているのを見た.それは長隼にわ

たる私たちの先祖がその一つ一つを人力によって築きあげた世非に冠たる民族の噂い出産

なのであろう.それがここ十数牛関に工某の高TiE成長と全国-率的な休耕臥剛度が行なわ

れ,その鮎果,無住となった荒廃地鞘や放棄状態の糾.JF‖_ば 作り出され,それを旧のあ/二

りに見て敏郎な思いにかられた.

休｣=非LUはあくまで水frrilJFりの一時的な休一礼てあって,何時ても桶作りの原状転帰できる

体制を保つべきである.ススキ,オ車やアシ在と戊る荒廃状態の休耕u群落でないWLまし

い1年生植物または多JIJ-/とても浅根なチゴザサなどの髄占雑草群落の状態に保てないもの

かと考えた.そこでその点を考慮に入れて,当雅群学研究室flがそれぞれ分111,協ノ)して

次の研究を数カ年継続して来た.

1) 中 ･四国地方として倉政市近辺の平地凧:jt水田と岡山 ･広.L'.13･島根 ･愛媛 ･高知 ･

'L･h脇 県下の過疎地での休耕EEl･放棄FtJ畑の雑草碓瓜の分布と位占種の比較研究,

2) 相場の一隅に殻際された土壌水分調塵装倣コ'/クリートボックスで土壌水分の多少

那(I)こ柳雑草群落の種放組成および群落塩に及ぼす彫掛 こついての実験的研究.

3) 沖縄 ･奄実 ･五島 ･壱岐 ･対馬および八丈 ･三宅島などの離島ならびに瀕ノコ内.制:.'1-
の雑草 ･輔化植物の植物社会学的研究.

4) 当研究所間場で4I/)年間肘掛した ｢lHJr-舷r工欄を革群落の遷移に関する/J･-態的研究｣

93



について調度した.

以上のうち2)と3)の一部についての調催,研究結果は本誌および雑草研究その他にて

種付済みである.ここには 4)についての課題のもとに報告したい.

本文を1.-tするに当って,榔同および計17などに協ノ]された当緋や二研究箪のは本臥 謝f7i男†IL-1'･武田

TJ式Jfの.-IF;･氏に探測の.73-.を謡しまナ

試 験 の 方 法

研究所相場南区 5aの面もてで,1969年 11月稲刈 り取後に 小安を不桝穴播し,即 ｢6月

下旬安を刈り取った後は,無肥料 ･惟慨しないHJ非乾JL]hBl場とした.

X,r1年 口には50cm角の唯40個を研1L,4の よ うに 4m幅2列1･5m｢耶 1.A-/fおいて配

EFr.i,A:7月20日･B:8月5El･C:8月 20日･D:9月3日･E:9月 17日･F:10

月7日に各5経について櫛矧別のn.-.冊;分放し駕は つ くり,本数 ･粒度 ･草丈 ･1用花 ･結実状

態などを調べ,その後に抜取って帆乾後に秤鼓した.また,Hの5区はそのままにしてお

いて,7月20F1-10月7F71tで2OI]間11-Fに本数 ･披度 ･草丈を洲止 し (無印 1-5rj(--i,i

-T･OJ'1'化 して設mILた), 槌畑組成と和珊別の純度 ･照度 ･草丈･即簿丑と111It甚平 の脚 キ変
化の測定を二になFl的として'-):験 した,

lj'目 し受t 休耕l'1-nの.7LtJ作肝 (5Ox5Ocm2) のPiLl.i''7.i.(7970)

第 2年日には,1年 口の脈を撤去し, 新たに 4mx2mに ビニール製縄を張 って 20地

区をつ くり,各区別に租班別の枇度と11(潮 率を5月26口～12月8日まで5L如こわたって

各地rx-_別に 発生雑草の篠原別の被度を調べ,全称掛の被度をnFせた41rL被率yL,5月 31日･
7月 15日･9月1口･9月 22FlにそれぞれJ'lJべた.また休耕2年 口にはオオ7L/チノギ

ク (少数のヒメムカシヨモギ, アレチノギクを含む)の被度が80%にもなって 外観では

ほとんどオオアレチノ:T-'ク純群落のようになったところを選んで, そこに 30×30cm2糎

(内部を 10×10cm之に 9等分)を5月中旬に設Lr正して,オオ7L,チノギクの発/･L'.密度の大

小と各剛体の草丈 ･屯丑などの開坑と自然FLiJ引の有無などについて調べた.また小さい拒

内 (10×10cm2.10×30cm2) に生える 個体数と個体重の分散が ラソダム分散としての

Poisson(ポアッソソ.P分布) または軽微な集中分散のPolya-Eggenberger分布 (PE

またはf'1の2項分布)などの想定についての適否を調べた.

第3･4年日には,8m2地区毎に各群落の机成種別の分IIJLと純度を次の.J.I.1朴Hを設けて
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調べた.すなわち,3てLLlには5月261｣･6｣12日:l･7月4∪･9月1u･1O月1日二l･

12月6日の6時 期 に,4年目には2月12日･4月20日･6月1日･7月4日･7月30

日･8月30日･11月21｣の7時湖において見取岡を拙いて調べた. また4年 目7月2日

に2地区においてヤブジラミを地際から刈り取1).TJ.lIl丘後に,その地区で不桝のまま大豆を
1区400粒あて故播してJffて作 りし,大豆を播かない地区に比べて雑草がどの程度抑制さ

れるかを見た.

なお,11月2日～13Elにおいて地Ixd.別に全碓草を地際から刈倣って,それぞれ 群落組

成唖別の生草丑を測定した.さらに 12月 11日に翌5年 Elの水稲移牌のために-ソドトラ

クターによる肌起を行ない,その作柴の難易を調べた.また翌年5月14E]と6月141ヨと

において耕 起後に発/I:L.する雑草群落を調べてから,A(1110)･B(ll-20)地区に2分し,

Aはそのままとし,Bは再度6月18日に耕 起 ･粧水 ･代厳し,6月25日に田植験で ■-JrJll

を移植し,水稲出に視元した.7月12日にAIB区とも除草剤が 撒布されたので,その

後7月29日に雑草発年を観察した.

試験の結果 と考梅

坪 (1977)が,各地の休耕皿雑草廠数についてi-m氏の報告を紹介した自己述がある.それ

によれば,.rn),A(1974)は青森児の休耕｢円で23科 72棚を,斉藤 (1974)らは山形舛i･の休k)F

3力年間に発ノ十､した癌敬は26科98柾,うち乾｢H放任田で20科 84種,湛水放任田では23

科62唖を,また山岸 (1971)は千薬児の仙 郷口]7:･29科 102櫛を,花谷 (1973)らは広島県

内で 10科29和を,箱山(1977)らほ福岡県下でH､耕 年 次の児なる水田で32科 124柾を,

芝山(1972)らは九州各地の休耕川で48科 209穂を,柿 (1976)らは,茨城螺で 19科59鶴

を節定し,1調LF.当 t)唖数は収田で 18-27椛.湿潤l]]で23-32私 湛水田で 19-23柾

であったという.

光に笠原 (1973)らは,西U木の軌],緑地において1-3･4年Jhl]の休｣fJl=L‖雅草を観察し

た結果,沖維6個所で 16科 57柾,奄美 9帆qT127科78健,TL島 1州IMf25科100枚,壱
岐5個所r23科71趣,対馬 16個所34科 116概が見られた,

それらの報告によれば,体刑眺#･rfl:の怒軌の多い手車土,イIIF.‥ト>力1,ツ1)グサ村>キク

科 吏たはイネ科>キク科>カヤツリグサ科のようである.笠原の調4.でu,ついて第4位

が奄美のゴマノ-グサ科を除いて他の4出7で はタデ科であった.その関係は,前記各氏の

J.].i_似こおいても同仰向であr),さらに乾nlで(･上マメ科,ナデシコ科のものが,湿ほい 湛水

LElではイブサ科,オモダカ科, ミソ/､-F'fI,アカバナ科, ミズアオイ科,ツユクサ科に木

本のヤナギ科のものが加わっている.それらO-)仙人源は,川辺の田畑のJla畔 ･水路 ･沼沢

･山鹿 ･原野とくに河川倣にJL:_背しているもq)が多いと見られている.それが乾田か,醍

潤田か,湛水FE]の何jJLの休川田であるか,そして初/rl･日･2年目･3年 El以降とそれぞれ

各年でちがった群落健Iil種が観察されている.

jjl礁らによれば,休耕相の雑草発′Ll.消良{'1絹Ji的なことは,1年j勘よ休耕裾 卜目のんに

発生が認められ,それらの1隼生雑草は草丈が低い帯磁で,その場合も多 くは越年準であ

り,2年目にはそれらは消滅する.逆に2年El山階に発/生してくるのは多年生雑草に限定

されているといい,このことは休洲 こよって比棟的早J明から群落が繁茂するため 1年軍報
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･llか種子発芽,′ヒ骨の阻害 ･抑制を受けやすい環脇条件になるためと考えられている.

本訓正の附 )F'rF間,1970年から74年までのJl平均気温,Tr/'均日射_是,月聞雨血について

は,当研究所 微細気象研究室データ (蓑省略)を岡山測候所に おける1931-60年の問の

平均気温と月間降水血 (平年と見倣す)と比較すれば,気温は1970年 7,9月,1971年7

月,1972年5月と1973咋4,5,7,8月および 1974年5,8月は少し高く,1971年 1月,

1972咋12月,1974年 1,2月か少し低かった.lr絹地は1970年8月,t971･72年6-9月

にやや多く,1974年の各月がやや少なかった.日射瑞は両最の多い年に 小さく,少なし､

ill/_多いよ:)であった.
後述している｣こうに, 二ol)(川L･;LZ,l川rF掛 IL3･4イIC部分的にはナガ引け･落となった.

新納(1976)の ｢rLll純の･肘物自然.tによれば.チガヤJ;Y藩は｣Jt作地跡のように自然植ノIiが破

壊され,裸地化され,その後放雌された後に生ずる柿渚である.また時には,石垣島あたり

の'.I)]'良牧場跡などのように,牧場が放棄された後にも/とずるという.矢ut-1･(1976)らも,そ

野は その遷移系列によれは,植物社会学における刑 iJLでは,本州,四国,九州をA:7カ

マツー ミズナラ群閉域 (関東 ･北陸以北から北海道南鞘)とB:7カマツーアラカシ群用

班 (東瓶近畿以西雨)にわけ,さらにB内にCこアカマソ-モチツツジ析Llミ域を設けた.
そして放棄水F]耶藷には, 七リーイ･ガマ, イヌビェ- i/ソノミ, チゴザサ, -ソノキ

群落など認め,道路や畦でのメヒシバ典型帥耶狼 (ノシ/､-2l-オ/:コまた-ノコログサ)
紘,定ル]的刈取r)をJf了なわれる輔弼で成立する植/1三でチカヤーキツネノマゴからアキノキ

リソソウーマルノミ-キの原畔地′Ⅰ｡を経てコナラー7ベーー!キ林,アラカシ林に移行すると.-I.

っている.

次にこの困,ル乾rl)LlカイlIE胆)拙滞/a:イrL次O-)#_:rLjにつれて,そ叫.群落構造としての稚拙組

成と縄皮の消長 ･変過について述べる.

1) 1年目の雑草群落組成の経時変化:第 1L小二小しているように,小葉他人播LrJ,小

麦刈tlxり後に 50×50cm拒A～FF.の ように配位し,5回の期Frに5柾ごと発生種鰍と

縄別のlLk1長草丈の測定と個体の分散および被度図を全本国こついて描き,その3例を第 2図

に示した.それらを測定してから抜取って夙陀後に種別の弔皿を秤昆した.第 1表は-･例

として8月5ETの各柾毎'/_)調査錯栗を'-T,-した,それによれば,佐敷は15-19種-C,発坐本

数は1()1-316本,相見では14.1-29.5gと調itt.塵によって追いがあるが,主要雅章のイ
ヌビ- (壬にヒメタイヌビ-で他にタイメヒエ･ヒメイヌビェを含む),カヤツリグlJ･(コ

ゴメガヤツ.)･タマガヤツ])を含む),7ゼナ,車力シグサ, 7プノメ, ミ//､コべは各

区とも発竹が見られ,それらは谷樋閲の測定値 も差が小さい.8月5日の測定のB1-5

1lfを合Elした徴税徴は15科33細,被度27.4%,本数 1,003本,陀重109.7gであった.

また,それら各調査日毎 (A･B･C･D･E)の5椙の各測定値を合計し,その妙腰 を 求

め,そして鋸罪陵占度 (SDli)を計算LL,それらの崎刷によるらかいを示したのが第 2表

(折込嚢)である.

第2表によれば,715m2当り出現全紙数は19科55柾*で-･il-･壁31,榔 F'-単15,3,1l'.

*生育初卿こFX:別の的雌なカヤツ.)グサWl.イ-7tL='-肌 ヒノムカシヨモモ,イメソ,/.)燐,タTp訓
をさらに区別すれば65位にもなろう.
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例 8月 5日の拒 (5Ox50cm2) 調査

57巻 (1978) 99



Fp.'9唖である.イネ科が 11桃,キク科が 1O私-C･3,く,つ jL､てゴマノ-グサ4116種 と,/

ブラナ料5qT,カヤソリグサ科4鮎で他の拙文3種以下である,また発1二本数は10月 5口
と8月20日が股 も多 く見られ.7月20日と9月20日が最 も少なかった.重出は7月2O

Hから9月17Eほ で加速的に人きくなって,10月7日にほ ど,-･干低下している. 純度 も並

皿に近い傾向があ り,SDR の大 きい種煩は.初糊ではアゼナ,イヌビ-,カヤツリグサな

どが70-80であ り,中指Jではそれらも大きいが,メヒシノ(.スベ 1)ヒエが40-80にな り
大きく,後湖には ヒデリコが43,特にオオ7レチノギクか大 きく80になっている. また

キカシグサ ･77'ノメが 30くらいで全期を池 じて 比較的大きかった. 一方,由調鹿を同

平

･;
代

だ
% % JJu 7.20 8.5 8.20 9.3 9.17 10.7

W,3L'g 休川11Hld〕:E''増維/.LLの終止と他歓呼の
蹄IILl教化 (1(J70) (日収 ト5)

じK.･･:で測止 したH(ト5)仙三で,椛別の発JH紺rh'故 ･i-rl.･::,草i-･柳i:41,調付し/こ.(第141礼
第 6歳参Fl.I?.)

それに1れば,オオ/レチノー1-:ク ･メヒシバ.土光ノHM休!エ少ないが枇蛙か人 きく,とく

に綬卿では 他をFl･:するようになる. 車力シブザ ･カヤツリグサ ･7ゼナは 個体数は 多い

が,その発′ヒ糊がかなL)まちまちであって,.+く発′LLたものは綾までに被度を大 きくす

るものがあるが,中には途中で刑/Rするものも少なくない.また後からの発′Lでは小さい

粒度のまま終るも〝)も少なくない.

またH区における各測度の紡果は,第 3-4L糾こ示されfJ.れ 各柵の枇比を合した粕被

準の5梶または出現板の平均組被率と各柾類別の被度の消長は第 3図に示 した.第 3日小二

よれば,種類別の社歴では休桝田で初めて発生するメヒシ/;･オオ7レチノギクが原 も大

loo i:空乍 研 究





第3 表 休 耕 1 年 l｣の 1年 生 雑 _I.1:の 各生育掛 こ わけ る P oinsson /JI41-型 の あ て は め C) 校 定
~~｣~ - - - _.

種 類 名 品 軒 i l poin粥 7n ㌘F x2

(1970.7.2 1)
ア ゼ ナ

キ カ ノ ク サ

(1970.85)
7 ゼ ナ li-4

f3-5
I-卜 3
H-5

′ ノ ノ メ B-5
H-】

カ ヤ ツ リクサ

キ ノ)シ y サ

ら-3
B-4

B-5
H-3
H-5

B-I
B-2
ら-5

ll-2

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

H-3 25
ノ ヒ エ B-3 25

(1970.8.20)

ア ゼ ナ

H-5

I/ -/ ノ ノ Cl2

H-1

カヤツ リグサ C-I

> 0.5

> 0.25

> O l

> 0.7

> 0.3

2 7595> 0 05
2.4296> 0.I
0.2252> 0.5
0.6225> 0.7
3.8638> 0.I
1.2691> 0 5

29 1.16 4.6768
34 1.36 3.1640

0.6R

0.44

I.32

I.24

0.6J]

> 0.05

< 0 02

> 0.2

0.3721>0.5

5

6

9

9

7

5

2

1

8

2

9

0

.月｢
1

3

3

0

0

0

1

0.4810.5701

1.881.4551

3

7

5

2

5

3

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

>

>

>

>

>

>

>

>

(L970 94)

~′ ゼ ナLE二≡

ア ブ ノ ノ

j)ヤ ノ [)グサ

(1970.917)

7 ゼ ナ

(9/2rh'L/ナ

ア ノ ノ メ

(1970_9.21)
カヤ ツ リグサ

0 叫 1 1411
0.76 0.9901
I.36 0 7426

8
8
9

3

1
1

6

2

2

8

0

0

4

1

0

0

0.64 0.0447

i.36 3.2119

Z二…芸片 97言;冒

2

3

3

0

0

0

>

>

>

7

5

3

8

3

5

8

0

5

8

5

1

0

-
1

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

>

>

>

>

>

>

>

>

>

>

>

>

>

1110441.9975 >0.i

>0.3

>07

>0,7

>02

>0.9

>0.05

9
3
3

3

0

3

6

9

7

5

6

0

0

1
-

2

3

5

2

1

3

1
-

5

0

0

0

0

0

0

0

>

>

>

>

>

>

>
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蝕放名匿紺 璃 詳 Il- 名園紺 k-Ipo:2
(1970.10.7)

7 ゼ ナ

7 7 ノ メ

カヤツ リグサ

3告 …言三言'<Z二喜2

14753>0.2

3ー5708>0.05

0.0986>0.07

05205>0.3

03640t>08

きく,それらは本来の水EEJ鮒草

ではなく,本来の優占種である 1】0
7ゼナ･アブノメ･キカシグヤー

などは比厭的小さく,カヤツリ 100
グサ･ヒメタイヌビ-がその巾

位であった. 90
次に私額別の足長草1-のTl'l均

長 (5枢)は,第 4同のようて 80

あった.それによれば,メヒシ

バ ･オオアレチノニ1-ク･タイヌ 70

ビェが90-120cm a)草丈とな

ってJを■,I;く,次にチ ョウジタデ1 60
オヒシJI･カヤツリグサ･ヒデ

リコが30-50cm で中位で, 50

スベリヒユ･ア｣'ナ･キカシグ

サ ･アブノメなどが10-25cm 40

前後で低位雑草を占めている.

またH区の枢毎の発1個 体と合 30

計した総個体数はキカシグサは

8月5日,アゼナは8月20日に 20

叔多の山型をなしているが ,7

ブノメ･カヤツリグサとHIxI全 10

株数では初期の7月20日かki

多 で,8月20日･9月5日と

漸 減し,9月20日･10月5仁】

カヤツリクサ
(1970 10.5)

車 力 シ ク サ

jEIPoinsson分布

071)1日720 85 8,20 93 9.】7 10.7

祈 4回 休耕 1-'rFllの｣ニ好雄･1,'.:のIP;.-丈の伸長(H卜5粧平均)
には,J'.J･.減している.
なお,50×50cm 脂をさらに 10×10cm に 25等 分 し,雑卑廠FIlljに その小さい他内に

分布する個体がポアッソン分布にあては まる かど う かを x2検定したと ころ第3表に示さ

れるようであった.第3東に よれば, 各 'J=.育 時に おけ るliF-′ヒ雑草の 89サンプルのうら

ただ2例を除いて87サンプルの確率が 0.05 - 0.8以上 なので,ポア ッソン分布の相定は

104 )."!学 研 究



否定できなかった.すなわち,休耕田の初年目における主要 1年雑草の発生は,全都がラ
ンダム分散をなしていることがわかった.

2) 休耕2年目のオオ7レチノギクの密度の分散と自然間引:2年目にお け るオオア

レチノギクの発生は 多くの柾で60-80%になっていた.(図版 Ic.d参照) 5月中旬にお

いて草丈 30cm前後のオオアレチノ=T-'クの純群落に近いところを10×10cm 小区鮎 を

第 4炎 似 非2年Hのオ*7レチノギクの900cm2植L̂Jの各/Ji帯期の
個体数の消長と刈取りした個体凋怒(1971)

_ 琴 査 日 と 嘩一皮 _

5(Pk?門7(ni)5['Z9(左11)'1F9雅 号日
601

155

188

367

339

267

792

530

434

140

172

190

485 257

l.067 580

384 302

124 59
69 27
114 39
92 17
102 25
39
.43
946
･40

6
75
7
一q4一･q73

i,:-:i_i =･-:-_ I:_-:-::--'三:L
1221 92 2 49.8 0.54

59 4 46.8 0.77

68 32 59.7 0.88

8 15.8 0.27

26.3

46.9

39.0

41.0

79.4

55.2

52.7

27.3

1011 105

36J 110
1.7831 715r1,835

もつ 900cm2帳を 15仰 設El托して5月31Ftか

ら4回 にわ たって第4表の ように発七仰体

数 ･軍吏･沌丑を調 べ た. また第5表のよ
うに9月22日に おいて 12梶 を追加調査し

た.

第5図a･bに示されているように,小さい

100cm2や 300cm2に生えたオオアレチノ=t-:

クの個体数は生育後期になるほど各艇とも減

少している.また各柾の個体数を小から大に

7段階にわけての頻度分祁型は生育初期の襟

度の大きいときはL型のひずみ (不整)型か

ら個体数の小さい後馴 こは正規型に近づいた

型になるようだが,各生育淵]とも小さい糎で

571!毒(1978)

2 293

1日 ;･≡

0.37

0.45

∩_32

0.36

0.76

1_12

054

0.34

0.28

0.19

0.41

3

.
8

.
7

-
4

7

7

.
1

.
8

.
8

.
9

8

.
3

.
4

.
0

1

L

O

7

8

0

1L
nコ
3

9

6

6

5

6

8

0

1

6

6

6

5

5

5

5

5

7

8

6

EJ
｢〇
｢〇
6

63i629･2L 7･76

42日 1･9l o･52｢芯

?fiJ5X･ 9月22口刈取孤立 (追加)

計 1 31711.402,8193.4

平 均 1 26.41116.917.8 176

食1圧は賦乾後の秤芯二
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のランダム分散のポアッソン分布の理論値曲線に近いので,ポアッソン分布の想定は否定

できないようである.

また9月22Elに枢別に刈取り,凧･.I('Z後の範砧を 0.25g階級に区分し,それを横軸に,

a b

50

40

30

W

10

106

0-2 3-5 6-8 9-ll12-14Ⅰト1718-204:

lト19 秒-2829-37劫-1647-5556-6465-731､

3-7 8-】2】ト1718-2223-W 28-3233-37イL

約5周 休耕2年Elのオオアレチノギクのa梅 (10×10cm2)とb枢 (lOx30cm2)
毎の発生個体の鼎艦1JL祁型と･+:'j-ッソソ分布の拙論厄曲線
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各階級に屈する個体数を縦軸にプロットした頻度他線は第6回のようであった.

第6図に よれは,個体数の小さい値ではなめらかで大きいものほどL型が示されてい

る.それをポアッソソおよびPE分布の理論値曲線と比較するためそれらを描いたとこ

ろ,何体数の大小にかかわらずボアッソンの理論値分布は頻度曲線とかけはなれているが,

PE分布のそれとは近似した曲線となっている.すなわち,オオアL/チノギク生育後)抑こ

40

30

20

10

No 1

∩=92 20

10

012 3 4 5 6 7 8

十 ･
0123456 7 8

40

.10

3)

10

01 2 3 4 5 6 7 8

0 1 2 3 4 5 6

No 5

∩-71

0 1 2 3 4 5 6 7 8

01 2 3 4 5 6 7

7 8 0 1 2 3 4 5 6 7 8

0,25 0.51-0.751.01-I.251･51-1･752･01-2･25g

耶 6例 休排2咋日のオオアレナノ-i-'クの舵栃の仰l休出の頻低
分イIfとポアッソ･/ふJびPE分巾の理論伯曲線

おける個体正の頻度分布は,ポアッソン分布の想定が否定され,PE分布の想定は否娼さ

れなかった. 同様に15梶を介せた1331株について 各個休giを0.25g階級でプロットし

たのが第7図の頻度分布型である.それによれは,全卵体広迫の頻度分イr7JもまたPE分和

の理論値曲線に近いことが示されている.
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以上,オオアレチノギクの密度の高い個体の分布はポアッソン分布, 個体垂分布は PE

分布理論値に近いL型分布であることが示された.

また第 4表と箪8図によれば,5月31日のオオアレチノギクの密度は 最小 140本から

半枚

0

0

0

0

0

5

o誹 .?iLOLlii.T渥 5,I;03.轟 音O._,,.5.7SSD:2555,.7㌢&25服は

rl'1,17図 休耕2年Elのオオアレチノギク

の個体爪の猟度分/ll-とPE//Jt布
理論伸曲線

Tlm531 7.15 9.日 922

祁81到 休耕2咋口のオ717レチ

ノ1-'クの初期密度と附′ト

数の刑長との関係

108

i,0,oM 20?m 130O400 500 600 700 800 900 loo° 1100ん p,I,'n生

餌 9図 休耕2年臼のオオ7レチノギクの円然間引における
初)明密度と実現照度との関係
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政商1,067本まであり,2比を除けば7月 15日･9月1日と南密度ほど各期の生存株が

急速に減少し,各区とも生花株は200本以下になっている,そして9月22日には,さら

に減少し17-79本に仇下して初期に 比べて高鮮度においては1/10-1/30･低密度 で は

1/3-1/5く､らいに減少し (第8図の9月22口は花穂茎数で示した), また低密度では個

体が大きく, 高密度では小個体が多くなっている.(図版Ⅱ参照)

SHINOZAKl,KIRA (1956)らは, 高専植物を市]'密度に育てる場合あるいは 自然群落に

おいても草本,木本を問わず 筒'E度では生育の経過とともに個体数が減少することをホ

し,これを自然間引と呼んだ.自然IllTj引きは,群落を構成する個体間の相互作用の結果,

弱小,被EE個体が生存できなくなり結局死亡するた桝 こ起ると見られる.それは初期'&,濾

(理 が大きいほど糊 締度 (P)の減少粕 である･そして ÷ -去 十Eか成立すると
いう.ここに5月31E]の初瑚密度を横軸車齢 こ .LB現密度を縦軸にとって第9図 (a:◎

7月15日･b:×9月1日･C:△9月22日)に′Jこした.

それらを圭 五 十日 和こて計阿 れば,aほ曲線で小され, b･Cはほは平行線にな

った.しかし,各プロット点はそれら線からかなりはずれているのでよい成立とはいえな

いようである.

また YoDA(1963)らは,(1)群落はつね

にうっべいし,自然間引きは披度 100%を

保つように起る.(2)生育の時間 ･個体の

大きさに閑係なく同感個体はつねに相似形

で比重は等しいとそれぞれ仮定し,ここで

剛体の平均占有面弘をSとすれば,

仮定 1より-･････S-I/P･-I.I(1)

仮定2より-････∫-Ⅳ 3′2-(2)
(1)(2)より･. I.･1γP3/2-K･r･(3)

(3)が自然聞引に関する3/2剰Llは いわ

れるものである.それは笹本,木本附客を

問わずよく成立するという.

ここで オオアレナノキクの9月22日に

刈り取った梅の密度と､JZ)J-Jll射本市の第 4, 02

5表から/i.:度と横軸に平均個体魂を対数目 ol

蝿の鰍柚にプロソトしたのが第 101Rlであ

る.上記の密度と自己聞引が上 記(3)の

3/2兼法拙式 (W-KP3/2) にあてはまる

5 10 20 50 100 200

I:(;10Lq】休耕2年Ilのオオフ'レナノギク
のI'E然旧JJlと3/2ノ軒i､則

かどうかをト試みたのであるが,3/2栗直線の近 くにばらついているので,あてはま()はか

なり良いと見てよいだ/3う.その個体減少の大部分は自然間引とみられた.

なお,それら柾には言JL]丑捌別には′1,数L/)ノミノ7スマ･メヒシバ ･トキワ-ゼ･オニノ

ゲシ･スズメノテ/'ドゥなど卜革とLて貧弘のまま/L存していたが,後には粘死した.ま

た射Ll舟こは9月22日の'L仔株を刈取って糎毎の蝦高草丈と名個体別の革丈,風乾重な
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どを調査しているが,その調

査のため地上際で刈取 ったU)

で下方からの花地を出してい

る主要葛がバラバラにた-つた.

それて花砧基数を調べ,以下.

平均草丈 ･平均剛体塵などは

この花穂茎数を株数と見なら

しての繭である.それによれ

ば,花租基数と草丈とのIHl淵

は.認められなかったが,花穂
茎数と平均個体屯と仁はr-,

-05781>Pr(0.05:0.5140)

なので有意の負の相関関係が

認められた.

3) 1,2,3,4年間におけ

る休耕幸乞田の雑草群落の種類

組成と被度 ･植披率の変遷.

1年rJは 1.25rn2 (0.25m2

×5)柾 で7月20日か 仁.ln

月7E]まで6I.I.l, ま f=2イl

日以 後 は 8m2(2×4m)を

20地区の群落を調べた. 千

なわも,1971隼 で は5月20

日-12月2日まで 5L･可,1972

イロ二:r5月26日～12月6日

まで6回,1973年 には 2月

12tト 11月2EJの7Ll.L,4カ

年間に24回に わたってそれ

ぞれ畦上から健XiT捌 の分散と

被度の見取 り図を抑いて調べ

た.それらを第 6衷(折込態)

のようにまとめた.ここでは

罪ll-13図のよ うに3例の

みを記成した.また4カ年nH

の各年の重要性のみをピック

アップして被度と仙披琳およ

び各期の種坪数を,｣こしたのが

第 14回である.

1年目には,化述したよう

110
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に水稲田に生える北軍に加えて陀EElのため普姐畑に生えるLLのの外に川起しないためMl.哩

の雑草の似人が見られた.今までの稲はl雑草に畑や 人家付近に生える1年草が 31位見ら

れた,うちカヤツリグサ (コゴメガヤツリが 多 い),キカシグサ,ノビ- (ヒメタイヌヒ

エが多い),メヒシバ,7-ピナなどの敵艦が比棟的大きくて SDRは 65-80であっIC. ま

た越年革は15唖が見られオオアレナノギクは1年日の終 F)には敵艦13-21%でial大とな

り,SDRは40-80であ1た.3,年草は9度or)L7Aで,SDRは20以下であった.

2年目には,水Fll却 輩 の コナ車 ･アブノメ ･7セナ ｡キカシグサ ･スズメノトウガラ

シ ･ア七､トウカラシ･チョウジタデ ･てツバイ ･ミゾ/､｣ベ ･ミズワラビなど21椛 は全

く消失した.また 1年日に甘えていたに･下の 1i卜即の畑維1.!,:も消え,biから鍵には多作革

のシpツメグサの被度が 15-25%,SDR50で人きく,つづいてヒP/､ギシギシ (キシャ

シ)の被度は 10%である. 残 っている1牛革のF)ち メヒシ/､･ヒメタイヌビェがやや目

立つ存在 く･らいで,被度3-lo劣,SDRは 15-25で,旭はきわめて小さい.越年革のホオ

キ41:ク･カラスノエンドウ･ナズナ ･スズメノテッポウ･ヤプゾラ-三の被庇が 2-10%で

あるのに比べて,圧倒的に多いのかオオアレナノキクでriには報度70-80%と,ところに

よっては純畔拓のようになった.(凶版Ⅰおよび第11岡参照).糾成租は 1年草が 13種.

越年革が 228,-%牛革は 10離,全部で 16科45軒か数えられた,

3年目には,2年口に紅塵か70-80%もあったオオ7レチノキクは夏でも18-37%で

前年の､ド分以 卜となり,代ってヤブジラiZr)ミ25鬼と目立つようにな-)た. 他は錘と晩秋

のカラスノエソトウ･スズメノテッポウ･TIJシノ､コペなど越1i:軍が2-10%の 渋皮とな

っている.また多年草ではシロツメクサは依然3O%Tiの被度を保ち SDRが 100,他にヒ

p-ギシキシ･ヨモ=F･ス-1:ナ ･ススキ ･カjL/iさなどが かrJ:り日立つか Wl'度 10%以下

である.(幽版 Ie･f参照).またチガヤ*･づこFが侵入を榊始し,粒度 9-22%,SDRは

40-45となった,仙成牡は 18科52枚.1年世11櫛,越年串24種, 多年卓17櫛であっ
た.

4年目には,オオ7レチノギクは緯度2%Ll卜に激減し,挺占価から姿を消し,そしてヤ

ブジラミが初更から∋封二は24-35%の彼此で,ところによって70% く､.らい大きく良一つて,

2/ll-日の打オアレナノ4'-クにtJb敵する鮒JRil'E)を示した.この4牛[]には,li･から初 LEに

シ.]ツメクサが鮫皮i'lJ40%,更から掛 二はナガヤかそれに代って払がり被度約 40%にも

なった (lき(l版 Ig参照).またオキが3へ′8%, ススキが3%,スキナがとこ/-バこよ､つて

7%く･､らい弘がった.このような郁市内の休i)=二Uでも4佃 -1には+ガヤ ･*･一･の多年草が

茂 り荒廃のきざしが見 られ (第 13･14rtl惨 照),4年 Ll全部で 16科 48櫛, うち 1年草 11

鍾,越年草 22柾,多年串15純であった.

前述したように,イ′付則Z出2佃こ糾するオフ!rレナノ十クu-)大繁茂が,3牛臼とくに4

牛には優l11柾畔から脱落する.それに代って同じく越;口]･･Uつヤブシラミと多'Tl:革のシロソ

メクサ ･チガヤ.オ･iなどと三船二3,4年Hに粒度を増し促 IJl'屯の-t1位群になった.

オオアレチノ-F'クが2年臼から急に低 巨㌻る原因については,水研究課題に閑適する粟
粒として西田 ･笠原 (1976)らによって珊告している.それによれは,キク科のムカシヨ

モギ屈の仲間には,根茎からの抽出液が地租のみでなく,E:I種の発射 こ際して,その応批
度液では幼根を背地性に薄 くために.初)別の正常′ヒ宙のrSn書,佃 こL]陰での幼植物が肢冬

♯チ/J十の棋叢および約1･かrJu)無髄についてはl別途に稚滋[･kであ;:ラ

1日 I.13羊IJr'JE



騨 こJ.'-いて‥井 p t ッ t)蜘こなl)越冬てき/い､ためてあること,k明らかにしている.
このすす7レナノ:lL-クに代って3,4牛｢lに繁J'たした ヤブジラミほ 山間の一部の休耕111

では見られることかあっても,この'･-ii験Luのように平地における(/トJJH｣ヨでは見かけること

は少ないものである.おそらく,この柵物の範子がたまたま何らかの原田で投入して,こ

こで大きく茂･'たものと思われる.この唖薫別王府初に種子の供給さえあれば,休′緋陀IE]て
ほ髄古郡になる糖-(Lカー,i,もっていることか1両即され,そして今川 軍でない本健は,衡 JLの

ようにコントロールし易く,休耕州での繁茂は牧草から逸出したシロツメクサと兆に好し

い雛草と認めらhたので, 川̀二日においてこの群落′卜庚 濃を調べた.

4) 4年日におけるヤ7ジラミの生産量:本体糊口]における37日｣とくに 4年 Rにおけ

るヤブジラさの′L∴青の一例は第 7表に/-)､されたようである (岡版 Ihを参照).

第 7菜 に よれ ば.一区丙 (0.27m2)に 65-

295本のように.針 上, 直JLL, 怪文 も100- 肌7お 体LJF4年日の＼'-'シラミ
のくI=J粧-FJ(0.27m4-JJlり)

(1973.7.2)

? 木賢 I,I:-(;),Tl mItIg4-;-q7

150cm とよく揃 っていた. そして 麿艦と平均個

体重 との開床 は 負 の 桐胸 で 7･ニー0.6022>P/I

(0.05:0.5140)なq)て有意性があった.また,そ

の合計2,675本て･;(L屯2,557gは 約 4m之の地1和こ

相当するので,それを第 4,5表のオ_717L/ナノ:I.1-

クの陀蚊碇を第 7表 に什･,tしたように,4mO-ut

a)に換算すれは 3,937-1,174本,1,86∠ト 5,27Ug

となる.それと6-)比較においてヤ7'シラミの方か

密度でほほ副1ト で,FTi訳では大きい場合の1/2,

小さい場合の 1.4倍,平均して 71%に粧当する.

それで,オオ7レチノ:T-Tクに比べてあま])遜色の

ない/t産'TiLと考えられた.

5) 休耕4年 目11月上 ･中旬に刈取った雑草群

落丑･.休｣=-LJH 年 目の 1973年 11月 2日に 1-20地

区別に群落組成Wl-別にその別 汝と枇度を鯛べた後

に,種規別に愚長草丈と生葦iL.tを即iLiL.1--2

･3- 4のように地区別に合引してまとめたの,I/.

第 8嚢である.

それによれは',1-2地区は大豆を播 くたと')7

月2日に繁茂していたヤブジラミ (開化荊)その

他を刈Jfkつてばら播きし/=O-)で,他地坪*よりノヒ

シバが 賢しく多 くなった.それは 2- 3,IFElのオ

オアレチノギクや3-4隼F]のヤプジラミの'#/卜

のため発生が抑えられていたメヒシ-が一便に拓
光を受けて大豆と同時に生育 したためてあ)I)ラ.

No.1 192
2 65

3 126

4 119

5. 146

445 20

502 77

426 33

543 45

6J 126 403

7■ 150 58∠1 8,8

8 86 4OO I 46

9 109

〕0 186

11 106

12 90

13 137

i.11 295

151 163

660 I 6･0
387 20

397 37

888 78

200 1.4

404 1.3

392 24

∴ - ‥ 二: 一 一 一 ∵
7.096 56.8

178i

4.05m2(0.27m2×15)の罷ITiは2.557g.

十オー/レナ/ギクの1971年乾燥Ili:(節

5,6表から)
1.35m2当り 1324本 :6292g-･

4m2当r')3937本 :1864g

1.08m2当り 317本 :1403g- -
4rnユWJり 1174本 :5270g

ヤブノラミほ様子の散布で拡がるので分

散は広いのであるが,1-2地I可こ発Jtがないのは,この区ではヤブジラミの種子が藩下

する前に刈取 って大昔を掃いたためである.また,ヤプジラミほ各区と t,そ0.)ヰ筆立が小

57巻 (7978) HL:l
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さいのほノL･_育捌抑こ刈取-)たためである. -(-)/ヤの′日下は4年臼には殆んど全跡 二鉱が

リ,純度,頻度,′卜草iILiとも柏大とな･つている.*=t･二はrh_[)lに私がっていて,草丈かすj-

7レチノギクの 2mよりも史に高く220mなるので,/IE.草址,SDR共大きくなっている.

オオ7レチノ#-'クもまた被度は小さいが SDRはかなり大きい. スギナ ･ススキは一部に

偏在しているが1;:.草丑は大きく,2と5位を古め,ヒナタイノコゾ-T-は勘勤王小さいが頻

度と/t草丑は大きかった,

以上4イr･目の鰻占敵 ま,ヤブジラミを除いて何れも多1(革でlL曲 られ,特にチガヤ･オ

ニ11-1は根篭で拡がるために3年目ではまだ局地的の侵入であーつたが,その1咋間に急速に拡

がり,抑港内での株発生は可成り均一となっている.ススキは局地的に独立株の状態であ

り,スギナは耕起すると拡がるが,休り作 は局地的に均一の発生にLトっている.,lblcいて越

井守二のオオ7レチノ=LI二ク･ホオキ11-'クなどは被度は小さいが頻度,SDR, fL,鞍点がやや大
きい.また,2,3'rlRおよび4イInの初更までほ拡がっていた シpツメクサは 11月の刈

取 り当時は被度,/li軍並とも小さくなっている.その他,局地的に牛革農が大きいのが,

1年/L草のコップキン-ノ二･,ロ,冬作~韓のヒp-jr-Jシ=f-シ (ヤシ･iT-'シを含む)などであっ

た.ここではセイタカアワダチソウの侵入はBL.なかノ'たが,メリケンカルカヤが少数Lli･入

した.その他約30椛の楓_掛土大きく艶文することなく什JF_種として/1三′仔を純けている削

度の存在で,工として,チガ十･シpツメクサ ･オ1-:･ススキ ･ヒナタイノコ./1-･ス-1'=t

ナ ･ヤプジラミの群落となっていた.

林 ･酒Lil(1965)らは,初期二次避稗の耕地条件では,叩土種子桐のうち虎い11-'群種

子からのものが発芽隼青がよく,次年は腔い種子で冠毛をもち芽生えの耐陰性が強く,暗

い郡港内でもロセットで越冬できる越年草,その後は帆で散布するススキ･チガヤなどの

イネ科多年草が鰻 占唖となるという.この休肘掛-jJ雑草群落でも,その111日が稲H｣雑草

に少数の畑生雑草が加わった群等軌 2年口からの群落遷移過程は,林らの考祭とよく一致

した.ただ3,4年目に動物休に 付着散布するヤブジラミが髄占磯肝に 加った点がちがっ

た.それらも役人の機会があれば優占概になる潜在力かあることが実..71-_できた.

6) 休耕4年目の 12月における耕起の難易:1970年6月からイ吊胴IJt田のまま放f托して,

4年日11月上旬に刈取り,翌年水稲田に復元するため,12月 11日にクボタG120(10-

12馬力,連続定格 出力 10PS/2500rpm,最大HJ.)J12PS/2500rpm,行程容桝662cc)

を迎行し桝起した.耕長の深さは 16cmで40mの長さの巡行速度 102-105秒であるが,

チガヤ根は確行の抵抗が小さかったが,オー｢Jの株フCや根は抵抗が大きく,-ソトトラクタ

-のi挙行が時々ILまることがあー--,た.什L.吏る時間を除いて墳作田ては 54mで 123秒,同

距離の休耕田てほ145秒かかる.10a当り30い了ほに視なので普通川の61.5分に)寸して休川

田では運行中止がない場合も72.5分かかったので約 11分近 く多くかかる計算となる.ヲ三

際にはオギ株のあるところでは速力を落しているので,30-60分余分にかかっている.

すなわち,普通田より1.5-2倍ほど多く時間を要したことになった.

7) 耕起翌年 (休耕開始5年目)の雑草群落二附､ノ14/1日の 12月に継続していた 休JJL

をflJ切ってjf)LL,翌年5月 14巨‖二6月 14日の2仙 =/I.lJ'て地区別 (4×4m2) 当りの紺

革群落の組成種斯別の被度 ･鮮度を詞禿したのが第 9蓑である. 更に6月25日のEETIn't前

に全地区を2分してA(1-10)地剛 まそのままにし,B(ll-20)地区再度｣､井起,代掻して.

't1.i I,rLt'1J!二川 '')tL
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田植機で移植した.そして(A)l別山区,(B)出IlL'iえLlLL-いLi炎に7月 12日原草剤(i=l比マ

ーシーエット粒剤5)を散布し,枯れた雑草と枯れない邪笹を調べた (表省略).Lt]N-iえし
ない地区の名区 (2×4m2) 当りの群落組成磁別の被度と群度は第 10表のようてあった.

第9蓑における5月の群落組成唖と6月の組成種 (省略)には殆ど違いがないので,一

括して説明したい.被度 ･粗 宴の大きいのは越牛革のヤエムグラ･ヤブノラミの両税であ

り,続いて多牛革のシロツメク十であった.なお抑碇は小さいが局地的に被度が大きいの
がスギナ ･ギシギシ ･オギなどがある.しかし,チガヤ･ヒナタイノコゾチは耕起前に比

べて激減している.1年草のメヒシノ㍉ 越年 革 の カモジクサ ･ナズナ ･スズメノテッポ

ウ･カラスノエソドゥ･オランダミミナグサ ･オオイヌフグリなども耕起で再発し.休｣ミJF

第】OR 休耕4年Ll兼肌出し,翌年17rT胡起後に艇-LLた鮒等_･.8二晩や.剤を 散
布Li'.JJlカ月後の雅串の硬度･耶度 (1974.7.29)
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4年目で激減していたオオ7レナノギクもまた発生Ji,復活したきざしが見られた.
ヤプノ

ラミほ除草剤に対して点も弱くほとんどの個休が雑され立枯れの状態になった,
その他

オニノゲシ･ノゲシ･ヒメジョオン･-キjLノギク･ホオ車ギク･ヤエムグラ･エノキ
グ

サ･タチイヌフグリ･オランダミミナグサが感受性があった.-
ノ7
,
除軍剤に刺抗性の大

きい柾規にはメヒシバ･ギシギシ･シロツメクサ･オヤアレチノ二｢ク･オ二t':･ヒナタイノ

コプチ･チガヤ･アゼムシpなどであった.
そのため第10表に見られるように生き残っ
た雑草種軒別の頻度
,
被度
,
躍度の良太はメヒシノミ,
続いて､ンロツメクサ･オ寸アレナノ

ギク･ギシギシが大きい.
頻度は小さいがカモジグサ･ヒナタイノコソチなども微塵は大

きい
.
ヤブゾラミほ頻度･被度･群度ともかなり大きいが,しかしそれらは
除草剤のため

に立枯れした株である
.
8)田植後の雑草発生:休耕4iFElの12月と翌年6月に2卜.闇起し,6
月25rl水稲を(,
田植機で移和した
.
移植後の雑草発生を移柵しない地区と比瞳の予定であったが,
実験帽

120 I:rt学 研 'r/Jt



場u)管理を出場路に返しiこのでtln雁 てほ鰍 ?:a)も発車を恐れて,7月12日に前述したよ

うに1]]栖区もLl]仙しないl_x二も仰呼に除草剤がtll附 LJさかた.そのため1111冊AIの難軒の允/巨伏

祝を調介できなかった.前述のように川帥前oノ雅樹 ,i,乾rllまたは畑生新草が発′としてい
たが,それらは田植のために何度耕起と代倭および湛水によって大きく抑制され,加えて

除草剤他用で,述作水師を移植している普通Flfよりもさらに雅章の少ない稲川となってい

た.なお,稲田本来のコナキ:･アブノメ･7ヒナ .車力シグサ ･/Aマガヤツリ･コゴメカ

ヤツリなどの休~日日珊始前の雑草発作は,除草剤を依ったためか殆ど民られナ仁かった.

摘 要

1) ､当研究IiJTIF即易で柁=｣ln)卜を4カir:糾縦 し,Jn~藩削成別の被度を測定してIIT港f伴進の

退捗を調べた.1年[Iは 50cm梅を40イ†鯛己置し,2-4年FFには 8m2地区を20区設け
て各地区毎に見取 りして飢fJに磁別の被虚聞を作って調子tした.また2年 rlには純群落に近

いオオ7レチノギクには糎を設けて否度と自然間引きとの関係.個体および個体電の頻度

分布熱を調黙した. まr=3･L川 '.口に繁茂したヤプ}ラミのFL=_虎母を孤へ,その刈跡に大
117-.の拾て作りを試みた.rJ:港,この(イ細川Jと汁油川との-ソトトラクター作業時榊を比峡

した.また粧起弘行の雅中郡落 も3I･･rにわた･つてJ.I.lJ(た.
2) 休耕1年Il7.5m2当り19日55願力川-,現 し.1牛草31,越牛革 15,阜牛革9倭で

あ-'た.それを村別にすれば,イネ科11,キクFLH().ゴマノノ､クサ科6,7ブラナ科5,
カヤノi)グサ科4締.他は3健以下で あ る. 畔丈の高い種は オオ7レチノキク･メヒシ

バ ･イヌビェ,中位がチョウジタデ ･オヒシ/二･1Jヤツリグサ ･ヒデリコ,仰 立かスベl)

ヒユ･7ヒナ ･キカシグサなどであった. SDl～の大きいものは 初期では,イ-スビ- ･カ

ヤツ1)グサ ･アゼナなどが 70-90であり,判 別には,それらに ノヒシノI･スヘ1)ヒユが

加わって40-80,後1肝ぐはヒデリコが 43,また全期を通じて車力シグサ ･7ブノメも30

ぐらいで比瞳的大きく,それらは皆1年草であるが,越年生のオオ7レチノギクが後糊に

はSDRが大きく4∩-8∩になった.それらの胴体分布は全部がラソダム分散のポアッソン
分布型が想定された.

3) 2年 F｣には,1年群21硬が全 く饗を消Lた.全部て16科45倭のうち 1井草 13,

ノ越年草22,多牛革10枚であJ'た, 越年卓り土ナズナ ･スズメノテッポウ･カラスノエソト

ウ･ヤブ.)ラミ,多'rl:･草は シpツメクサ ･ヒp-ギシギシなどが 他よ()被鹿がやや大き

く,SDRは 15-25であった.そして,初Elから釦こかけて,オオアL/チ/ギクが 大艶文

し,その被度70-80%,SDRは100である.この純群落に近いところの得度と各mlの什

存株の幽係を調べた.絹笹の大きいものG.中途柵死が大きく,9月22日刈取った管腔と

平均個体喪との関係には,自然間引きの3/2乗法則にあてはまると見られた.またオオア

レチノー1･.クの個体の繊度分布はL埋lolボアヅソン'JJ布が 想定された.しかし0.25g階級
での個体並の頻度分布は各艇とそれを/T許したもの共にその頻度曲線がホアッソソ分布の

理.制帖Ltl線よf)離れ,PE分布の拙論値曲陳に楼近 している.

4) 3年Hには オオ7L,ナノ牛Lクれ急に 減少し,夏ても被疫18-37%となF),代 って

ヤ7'ジラミが 25%と目立つようになった. 多年-tF_のシpツメタサほ被度30%台を保も,

ヒロ/､ギシギシ ･スギナがやや l1立ち,チカ十 ･才牛も佼人を開始し,被虐9-22%,

57世(1978) 12t



SDRは 40-45となへた. 全 部で 18科 52稚, うち,]J/F革 11,越Il:.耳fL24, 多Tl草 17軒

であった.

5) 4年 目には.オオ7レチノギ クは被度 2%以下に激減 した,代 って夏にはヤプジラ ミ

が平均被度 35%,所Jt70%となる.この純は越年革で コン トp-ルし易 く,除草剤に も

弱いので,休耕田では牧草から逸出 したシロツメクサと共に好 ましい種餅 と考えた.また

膏から初夏には各年草のシロツメクサが 40%,夏から冬には チj'/ヤが虹が り被度が同 じ

く40%,オ牛が 3- 8%,ススキ 3%,スギナ7% と な った. 全部で 16科 48都, うち

1年革 11,越年群 22,多年草 15種であった. このような都市内の休JI)lEIlで も41年 Elて,

すでにチガヤ ･オギのイネ科多年生が茂 り荒廃の兆が 見えた. このチガヤの群落は-ソ ド

トラクターの運行に 大 した陸曹で なか ったが, サギ棟の多い群落は 運行の停止があ り,

i.5-2倍の時間を要 した.

6)休耕4年 日ヤプジラミを地際から刈 り取 り,その跡に大豆を捨て作 りしてみた.大

豆は一応結実するまでに生育したが,大電の生え間に メヒシバが新たに多 く発年 した.

7) 休耕 4年 El末に鮎 起し,その翌年 5,6月に発牛した雑草を 湘べたとこ71越咋草 17

-ムブラ ･ヤブジラミの純度が最大で,純 いて多年草のシロツメクサの被皮が大きく,頻

度は小さいが局地的に被度が 大 きい の が,ス=r:ナ ･ギシギシ ･-).-ギなどであ った. しか
し,チガヤ ･ヒナタイノコゾチほ 休木)r4ir･臼に比べて激耕 した. なお,6月 25Flの田植

前にfq:度桝起 し,潅水,代掻, 圧日柄した 乍抑与湛水は,今迄の 休耕雑草は抑えられ, 加え

て,除草剤他用のためか水田本来の雑 草の コナ二ド･カヤツ l)I/サ ･車力シグサ ･7:二ナ∴

どの再発が見 られなか った.
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失p-]'･悟泊 その他 1976.他生.北神戸射L Ĵjri2､･'1'-Jr3地区 的/t凋jlt碓iJ.1日 1-110 都市 ･計
画 ･設吉川F究所

Shinozaki,K.and T.Kira.1956. IntraspecIFiccompeliLionamonghighl･plantsVll.

LoglStictheol･yOrtheC-i)effects,Jour.lost.PoLytech.OsakaCityUni＼′.Se√.D7:

35-72.

Yoda,K.T.Kira,F.OgawaandK.Hozumi.19日13.Se)Fthlninginovercrowdedpureunder

cultivatedandnaturalconditiollS,Jour.B)oLOsakaCllyUniv.L4:IO7-L29,

57巻 (1978) 123



L(lJh I

124 Jrと̀i-;llfr･/Jt



し

J
†

･

I
･･_
･.い

㌧I

-
i

■
▼

｢

125

C

.
日

,
････-
l

･1
-

tJ

jり

クCj増便と個体敬 .胴体の大ささとの個体 (197l,9･23)

□

↑

∵

｣

パ

∵

､∴

･

..

版

t

k

凶

1+;ノチレ7..バリオ:
の午2.T

8 二㍍ ､らJ相川い o･10,NTo･14,No･f5
b:No.10イ地 溝49本 (48-75g 3本･03-3g 27本･03g以~F19本)

3:. ;I;ほ :: 1孟86君 臣 こ22?,≡∃票:呂･.;?=ltg6g554i-云?ムヲ2ggl.lip,734黒 )
57y:E(1978)


